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(ESR) 分析法による測定法を確立し， (2) PDT の殺菌効果と一重項酸素生成量の関係性を明らかにす
ることを目的とした。
[方法] (1) ESR 分析による一重項酸素測定法を確立するために， 4 種の環状アミン (TEMP，
4・hydroxy-TEMP， 4・oxo・TEMP， TPC) を用い，測定法の感度と特異度に関する検討を行った。本分析
法は，環状アミンが一重項酸素と反応することで生成されるニトロキシドラジカルを ESR で測定する
ものである。各環状アミンとキサンテン系色素の一種であるローズベンガルを混和し，ローズベンガ
ルの励起波長である 532nm のレーザー光を照射し，生成されたニトロキシドラジカル量を ESR によっ
て測定した。 (2) プラーク染色剤に含まれる 3 種類のキサンテン系色素(ローズベンガル，エリスロ
シン，フロキシン)を光感受性物質として用い，各色素と TPC を混和した試料に波長 532nm のレーザー
光を照射後，一重項酸素生成能を ESR 分析法により解析した。次に， Streptococcus mutans に対する色
素取り込み効率を調べた。細菌懸濁液と各色素を混和後細菌から色素を抽出し比色定量分析を行った。
最後に，左側伽s を用いた殺菌試験を行った。細菌懸濁液と各色素を混和した試料に波長 532nm のレー
ザ一光を照射後，培養し残存細菌数を評価した。




は， ESR 分析で適切に評価することができると考えられる。本分析法で解析した 3 種類のキサンテン
系色素の一重項酸素生成能は，フロキシン>ローズベンガルーエリスロシンの順であった。S. mutans 
に対する 3 種類の色素の取り込み率は一重項酸素生成量とは異なり ローズベンガル>フロキシン>











励起によって生成される一重項酸素の電子スピン共鳴 (ESR) 分析法による定量法を確立し，次いで (2)
キサンテン系色素の光励起による殺菌効果と一重項酸素生成量の関係性を明らかにし，さらに (3) 色
素の細菌への取り込み率，および (4) 色素光励起による Streptococcus mutans の死滅率を検討した。
結果として，一重項酸素の電子スピン共鳴 (ESR) 分析法による測定では， 2, 2, 6, 6・tetramethyl-




ガル与エリス口シンの順であること，逆に S. mutans へのこれら色素の取り込み率はローズベンガル
〉フロキシン>エリスロシンの順であることを示した。一方， S. mutans の殺菌効果は，ローズベンガ
ル>エリスロシン与フロキシンの順であることを明らかにしている。これらの結果から，キサンテン
系色素の光励起による殺菌効果は，一重項酸素生成能だけでなく各色素の細菌細胞への取り込みが重
要な因子であることを示している。
以上の研究によって，プラーク染色剤キサンテン系色素の光励起による一重項酸素発生および殺菌
効果に関する基礎的知見が得られた。よって本論文は博士(歯学)に相応しいものと判断する。
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